
2025年度議会活動計画（活動検証） 別紙資料１（１）

できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針１－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広聴班

方針１－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広聴班
総民・経文

方針１－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議員会

方針１－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広聴班
ICT推進チーム

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

・かたるべサロンを継続して年４回開催する。
・出張型かたるべサロンについて、引き続き要望
に応じて開催するのに加えて、こちらで機会を作
り開催する。
・かたるべサロンで頂いた意見を資料調整前政
策協議の場で共有し、掲載すべき事項を抽出す
る。

継続して実施する。

住民自治における議会の重要性や議員のなり手
をテーマに外部講師によるまちづくり勉強会を7
月4日に実施。　勉強会と合わせてワークショップ
の企画も検討する。

・アナログ意見箱の役場以外の設置を検討す
る。
・アンケートフォームを用いた意見収集を継続す
る。
・意見収集方法を町民に周知する。

議会だよりに「かたるべサロンニュース」を掲載で
きなかった。

①11月の開催に向け準備を進めたが、講師の都
合（体調不良）で開催が中止となった。

活
動
計
画

1 年に4回、資料調整前にかたるべサロンを開催する。
2 住民の方から要望を頂いた際、出張型かたるべサロンを開催する。
3議会だよりに、「かたるべサロンニュース」を掲載する。

1 総務民生、経済文教両常任委員会が、様々な団体などとの意見交換を、それぞれ年
間2団体を目標に実施する。
2 意見交換の結果を、それぞれの委員会活動に反映させる。

実施時期は、定例会の翌月を予定（10月や１月など）

1 まちづくり勉強会（方針４－４）と組み合わせで実施する。
町民のみなさんと新十津川町に必要な議会活動について、一緒に考える機会として企
画する。
11月上旬を目途に開催する。

(ICT推進チーム）
Googleフォームを活用し、いつでもどこでも意見を投稿できる環境づくりを継続する。

（広聴班）
1 アナログ意見箱（役場１階）の設置を継続する。
2 アンケートフォームを用いた意見収集を継続する。
（期間は令和８年3月末日まで）

まちづくりワークショップの実施

住民意見の収集環境の整備

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

かたるべサロンを5月10日、7月12日、10月18
日、1月17日の４回開催した。
橋本区お達者会さまから要望を頂き、出張型か
たるべサロンを１回開催した。
（参加者）
　・　5/10 7名　　・7/12　 1名
　・10/18 2名　　・1/17 　6名　　計16名

【総務民生】
2月4日：新十津川消防団
2月9日：社会福祉協議会
2月12日：相談支援事業所　虹

【経済文教】
1月20日：新十津川町有機農業推進協議会
1月29日：新十津川町商工会青年部

①11月の開催に向け、事前に協議を重ね準備を
することができた。
②2月に議員定数テーマに議員公開討論会と住
民とのワークショップを開催した。

アナログ意見箱へ3件、アンケートフォームへ16
件のご意見を頂いた。
議会アンケートでアンケートフォームについての
周知が足りていないことが分かったため、掲示物
を作成し町内施設に掲示した。

頂いたご意見とその後の対応についての情報を
まとめることが難しかった。
かたるべサロンニュースに掲載すべき事項がな
かった。

①講師の都合（体調不良）のため

方針１　住民とのコミュニケーションを深め、積極的に情報収集する 取組状況の検証

かたるべサロンの実施

くるま座ミーティングの実施



2025年度議会活動計画（活動検証） 別紙資料１（２）

できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針２－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

総務・経文

方針２－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

運営委員会
総務・経文

方針２－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

運営委員会
総務・経文

方針２－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針２－５

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

総民・経文

資料調整前の全員協議の際に、広聴班から寄せられ
た住民意見を全体周知する流れを作り、対応策を検
討する。

継続して実施する。

継続して実施する。

委員会政策協議以外のテーマで協議の必要性
がある場合に実施する。

定数協議は年度内に方向性をまとめ、来年度5
月には議会としての考えを住民周知する。

継続してワークシートを活用し、調査事項の分析を行
う。

委員会で調査事項のある時には活用し分析する
ことが出来た。

かたるべサロン、意見箱など議会に寄せられた住民
の声を委員会で共有できたが、対応策を十分に協議
することが出来なかった。

活
動
計
画

1 委員会資料調整前→資料調整に向け、担当課に説明を求めたい事柄についてあらかじめ
LINEWorksで意見集約を行ったあとに開催し協議する。
2 委員会前→委員会資料受け取りの1～2日後に実施し、委員会当日の注目点や疑問点につい
ての協議を行う。資料の確認はそれぞれで行う。
3 委員会後→委員会の振り返りとして開催し、行政や住民が感じている問題の解決に向け、今後
の調査事項や継続審議事項、本会議に向けた注目点を整理する。また、一般質問すべきものに
ついて相談する。
4 その他、何かあれば都度、LINEWorksのノートやコメント機能も活用して協議する。
※今年度は委員会後の振り返りに注力する。

1 各委員会の主催で、予算資料をもとに勉強会及び政策協議を実施する。
2 予算審査後に常任委員会、全体での政策協議を行う。

1 各委員会の主催で、決算資料をもとに勉強会及び政策協議を実施する。
2 決算審査後に常任委員会、全体での政策協議を実施する。

1 議会内で町の方向性（政策）の議論を行う。
２町民と未来の町の方向性（政策）について議論する場を検討し、実施する。

1 それぞれの調査事項について、委員会内で協議しながら作成する。
2 1度の調査で終わることなく継続的に協議し、問題解決を図る。必要に応じて委員会か
ら町長に対し意見書（要望書）を提出する。
3 議員個々の活動時にも意識できるよう、更新するたびに委員に配布（配信）するほか、
委員会報告会の際に委員以外の議員にも情報提供を行う。
※ワークシートの作成は委員と分担して行う。
※行政の業務に限らず、住民の生活に関わることはすべて調査の対象になりえる。

決算政策協議の実施

特別政策協議の実施

政策協議におけるワークシートの活用

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

全議員での開催に変更して実施。
委員会開催に向けて、資料調整前、委員会資料の内
容協議、委員会後の報告会など議員全体で協議を行
えた。
LINEワークスの活用も情報共有や意見収集に活用で
きた。

委員会主催ではなく、議員全員で実施。
議員全員で予算書や関係資料の内容を確認し、
審査に向けた協議を実施した。

委員会主催ではなく、議員全員で実施。
議員全員で決算書や関係資料の内容を確認し、
審査に向けた協議を実施した。

議員全員で協議する場として「特別政策協議」を
開催することとしていたが、今年度から委員会政
策協議を全員で実施した。

議員の定数をテーマに全員で協議を進めた。

住民意見の一覧表をネットを通じて共有する仕組み
のため、委員長に一任してしまう傾向から全員での共
有、協議につながらなかった。

方針２　地域課題を分析し、住民目線で議論を展開する 取組状況の検証

委員会政策協議会の実施

予算政策協議の実施



2025年度議会活動計画（活動検証） 別紙資料１（３）

できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針３－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

方針３－５

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

広報班

今年度構築した、なるべく作業負担を減らした議
会だよりの発行フローに基づいて議会だよりを発
行する。
町民の方にまちづくりの関心を高めてもらう記事
を制作する。

投稿を分担して、なるべく迅速に情報発信に努
める。

開催時期の再検討（土曜日の日中）
各種団体へのＰＲ、参加依頼を行う。
ポスター掲示の場所を増やす。

議会ホームページに掲示したい内容がある旨を
受けた場合、掲載が適当かどうか随時検討を行
う。

協議内容に沿って実施に向けて調整を行う。継続し映像配信を実施した。映像配信の目的と
範囲について協議した。

まちづくりの関心を高め、協働のまちづくりにつ
なげていく議会だよりにするための協議を行った
が、実際作成するところまで繋げることが出来な
かった。

活動毎に迅速に活動報告することができない時
期があった。

アンケート実施後に議員間での協議を行うことが
できなかった。

活
動
計
画

まちづくりの関心を高め、協働のまちづくりにつなげていく議会だよりを作成する。
1.議会活動の内容が伝わる情報発信を行う。
2.発行に伴う作業をなるべく軽減し、1人に作業が偏らないようにする。
3.5月ごろを目処に年間計画を協議し実施する。
4.議運の終了後、議会だよりの誌面構成について協議するために常任委員会を開催す
る。
5.一般質問の記事は、質問者1人あたり1ページの割り当てとする。

まちづくりの関心を高め、協働のまちづくりにつなげていく情報を提供していく。
1.議会活動の5W1Hが伝わる活動報告に加え、議論の内容や活動趣旨についての情報
発信を行う。
2.町民参加型の企画(かたるべサロン、くるま座ミーティング、議会勉強会等)についての
広報活動を行う。

1.住民の方に、議会活動の報告と次年度の取組の発表を行う機会を年に１回、継続し
て設ける。
2.ライブ配信及びアーカイブ配信を行う。
3.必要に応じて随時報告会を開催する。

1. 掲載するべき情報の項目を洗い出す。
2. 掲載するべき理由、掲載していない理由について調査する。
3. 掲載するための協議を行う。

映像配信の目的と範囲について協議し実施する。

議会報告会の実施

議会ホームページを活用した情報発信

議会定例会のオンライン配信実施

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

発行に伴う作業をなるべく軽減し、1人に作業が
偏らないようにできた。
5月ごろを目処に年間計画を協議し実施できた。
一般質問の記事は、質問者1人あたり1ページの
割り当てとし、実施できた。
発行に伴う作業を軽減するため、議会だよりの
誌面構成について協議する機会を設けず、年間
計画に基づき役割分担をして作成した。

議会活動報告や、企画の広報など情報発信を継
続できた。

4月16日水曜日に議会報告会を開催し、ライブ配
信、アーカイブ配信を行った。（現地参加：8名、ラ
イブ配信：45回、アーカイブ再生回数：30）

※現地参加者が想定より少なかった。

議員向けアンケートにより、ホームページに対す
る議員の考えを集約することができた。

議会だよりの発行に伴う作業の軽減の工夫を行
う中で、新たな工夫を盛り込むことは趣旨に反す
るところがあったため。

業務の分担が不十分だった。

協議をするまでの時間的余裕がなかった。

方針３　議会活動を分かりやすく住民に伝える 取組状況の検証

議会だよりの作成と情報発信

議会SNSによる情報発信



2025年度議会活動計画（活動検証） 別紙資料１（４）

できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針４－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針４－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針４－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議員会・総
民・経文

方針４－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議員会

政策提言型に拘らず質問ができる環境をつくる。

議員の資質向上のため、研修計画に基づき実施す
る。

【総務民生・経済文教】
継続して実施する。

【議員会】
今回実施できなかったアンケートの結果だけでな
く、それぞれテーマを発信し、随時、勉強会を開
催する。

令和8年7月4日に「なり手不足」をテーマに講師
を招き、ワークショップ型のまちづくり勉強会を実
施する

質問件数が減少した。

【議員会】
新たにアンケートを実施したが全ては実施できな
かった。

①11月の開催に向け準備を進めたが、講師の都
合（体調不良）で開催が中止となった。

活
動
計
画

1 一般質問のワークシートを早めに提出できるようにし、通告書提出までの時間の中で
内容について協議を行えるよう時間設定を行う。

1 研修計画の基づき、全議員が研修を受けることの出来る環境を整える。
2 研修の情報を議員に細かく提供し、議員個々の資質向上を図る。

【総民・経文】
委員会所管事項が抱えている問題や調査事項について理解を深めるため、適宜自主
勉強会を開催する。
⇛委員会での自主勉強会はYouTube動画の鑑賞等が前年度はできていたが、今年度も
各委員からの提案も含めて適宜開催を目標とする

【議員会】
新たに勉強会に関するアンケートを実施し、勉強会を開催

1 外部の講師による、町民参加によるまちづくり勉強会を１回開催
2 講義形式の他、ワークショップ（方針１－３）と組み合わせで実施

勉強会の実施

まちづくり勉強会の実施

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

・ワークシートを活用し、質問の論点を整理して質問
することができた。

・一つの質問テーマで中項目ごとに質問をする方式
に変更したことにより、より深い質問につなげることが
できた。

指定研修、自主研修は年間計画に基づき実施でき
全議員が受講することができた。

【総務民生】
2月4日：特定地域づくり事業協同組合制度
【経済文教】
6月17日：ラジコン草刈り機実証事業
3月6日：R07地域農業振興・担い手育成研修会
参加
【議員会】
新たにアンケートを実施した。
内容によって各常任委員会や特別委員会前の
勉強会としての開催となった。
ハラスメント防止に関する動画研修を行った。

①11月の開催に向け、事前に協議を重ね準備を
することができた。
②2月に議員定数に関するワークショップを開
催。
今回は講師を招かず、議員の公開討論会を含
め、住民とのワークショップをメインとした開催。

政策提言型の質問を行う際、現状の把握や分析の段
階で質問に至らないことが多くみられた。

【議員会】
内容によって各常任委員会や特別委員会前の
勉強会としての開催となった。

①11月の開催に向け準備を進めたが、講師の都
合（体調不良）で開催が中止となった。

方針４　住民の代表としての役割を遂行し、議員力を高める。 取組状況の検証

一般質問の積極的実施

研修会の実施
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できたこと できなかったこと できなかった要因 次年度への取り組み

方針５－１

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

推進会議

方針５－２

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

方針５－３

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

モニター推進チーム

方針５－４

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

ＩＣＴ推進チーム

方針５－５

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

ＢＣＰ推進チーム

方針５－6

　※実施方法を具体的に記載（内容・時期・回数他）

議長・副議長

議会モニター推進チームと協議し、議会モニター制
度の必要性について議員間協議を推進する。

議会基本条例策定に向けた協議を行い、次期の議
会活動に向け策定を目指す。

　「議会モニター制度」の必要性や方向性につい
て今期の結論を出すため、議員全員で改めて検
討する。

・今期はシステム導入は行わず、現状の中でＩＣ
Ｔ機器を使える環境を広めることを引き続き目指
す。
・次期に向け本格導入について引き続き情報収
集と常任委員会での実績作りを目指す

年に1回はＢＣＰシュミレーション訓練を実施し、ＢＣＰ
の内容を精査する。

年度内の条例を制定を目指して、議員間で協議を行
う。

議会ハラスメント条例の素案を作成し、議会運営委
員会で協議できた。

議会モニターについては、プロジェクトが停止したま
ま、その後の協議に至らなかった。

議会基本条例策定に向けた協議を行うことができな
かった。

2025年2月のまちづくり勉強会の議員間討議を
受けて停止。取り組まなかった。

活
動
計
画

2年間の検討のまとめの年とし、各プロジェクトの方向性を定める。

議会基本条例の素案を作成し、内容について検討及び協議を行い、次年度策定を目
指す。

１　2025年４月から試験運用を開始し、モニターから各設問や議会モニター制度自体に対する
意見を聴取する。
２　８月中に、予算に関連する項目（モニターの報酬など）への議会の方針を決定する。そのた
めに、事前の活動で、モニターから報酬などへの意見を集めておく。
３　９月、10月で予算案を作成し、事務局に提出する。
４　適宜修正を行い、2026年度からの本格始動を目指す。

1 ペーパーレス化・タブレット導入については、引き続き導入に向けた先進事例など情報収集
に務める。
2各常任委員会内での電子機器使用の実績を重ねて、議場内での導入に向けた検討を進め
る。
3 議会内での電子会議システムの実施に向けた検討行う。
4 システム会社を呼び、デモンストレーションを重ねて、タブレット導入に向けた調査研究を行
う。

災害時において実用性のある内容にブラッシュアップするため、議会ＢＣＰのシュミ
レーションを実施する。

 町ハラスメント条例を参考にして、議会としてのハラスメント条例の素案を作成し次年
度制度運用を目指す。

議会モニター制度の制定

議会ICT環境の整備

災害時に備えた議会運営体制の整備

安心して議会活動に取り組める環境整備

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

活
動
計
画

議会ＩＣＴ，ＢＣＰについては、一定の方向性を定める
ことができた。

なし

・システム会社２社にデモンストレーションで来
てもらい、調査研究についてはできた。
・常任委員会での電子機器の使用も開始できて
いる。
・委員会資料等をデータで渡すことができた。

議会運営委員長主導で地震時にシュミレーション訓
練を行い、ＢＣＰの内容を精査した。

広聴活動を含めた住民との直接的な対話の充実に
向けた議論を行うなかで議会モニターに議論が到達
しなかった。

協議する時間的な余裕がなかった。

方針５　効率的かつ効果的な議会活動に向けた環境整備を行う 取組状況の検証

議会活性化推進会議の設置

議会活動を具現化する制度の制定


